















































































































































































































































る。項目別に見ると，A の合計は 49, B は 22, C は 15, D は 25, E は 14であ











件”で」（1955. 5. 5夕刊），「集団就職船でけんか 中卒生，刺されて重体」
（1963. 3. 16），「集団就職から脱落した少女を売りとばす」（1966. 6. 14夕刊）
「多い病気での脱落」（1965. 5. 12），「集団就職の少年自殺 故郷恋しいとノ







































計 4 1 5 13 5 6 5 4 17 6 8




















































13人の 10年間を描き出す。この 10年で 1人は「消息不明者」となり，大半
















来事が近年 2つあった。それは永山則夫の死刑執行（1997年 8月 1日）であ
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